

































ている(ルイス 1969: xxi)。 
 しかし、貧困の文化論には、当事者にスティグマを生じさせてしまう懸念もあり、
広義の貧困研究のみならず、文化人類学内でも批判がある(Townsend 1979: 66-70; ス























的な貧困と呼ばれる状況にある人々が約 7億人存在している(金子 2017: 61)。こうし
た貧困状況に対して、国や地域を超えた地球規模での取り組みがなされてきた。2015
年に国連で採択された持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals: SDGs)
では、17 ある目標のひとつめで「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」


















す(Manuel and Posluns 2019: 5)。特に第一世界において社会的に排除あるいは「自
己植民地化」された人々を意味し、具体的には、長期失業者、未熟練労働者、都市貧
困層、エスニックマイノリティ、若者、女性が含まれる (大澤 1999: 316-335)。第四
世界の貧困を精力的に測定する OECD(経済協力開発機構)によれば、OECD加盟諸国
の子どもの貧困率は、2015 年の時点でアメリカが 19.9% 、イタリアが 18.3% 、カナ
ダが 17.1% 、韓国が 16.0% 、日本が 13.9% であることが明らかになっている(OECD 
2020)。この量的データからは、先進諸国の第四世界における子どもの貧困が各国に共
通する問題であることがわかるだろう。 
 日本で子どもの貧困率が公式に測定されるようになったのは 2009 年である(厚生労
働省 2009: 2)。これは 2008 年以降の子どもの貧困の再発見が契機となり、その議論











めたことがあげられる(芝田 2020: 72)。 
 そして現在、最新の日本の子どもの貧困率は 14.0％ 、ひとり親家庭の貧困率は
48.3％ を示している(厚生労働省 2019: 14)。子どもの貧困は現代日本にとっても重要
な課題であり、まだ対策の歴史が浅く、現在進行形で対処され続けている問題だと言
























































































の時点で 14.0% 、ひとり親家庭の貧困率は 48.3% であり(厚生労働省 2019: 14)、ほ
かの OECD加盟諸国と比較できるデータを用いれば、2015 年の時点で子どもの貧困
率が 15.7% で 37カ国中 13番目に高い。なかでもひとり親家庭の貧困率は、少し古
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る 2018 年の数値では、相対的貧困率が 15.7% 、子どもの貧困率は 14.0% 、ひとり














































































の 3 つの枠組みを提案した(Silver 1994: 539)。この Silver の 3 つの枠組みは、それぞ
れ共和主義、自由主義、社会民主主義という政治哲学に基づいていることが特徴的で
ある(Silver 1994: 539)。その後、社会的排除のより具体的な定義が、イギリスのブレ











 一方、「関係」という点から定義した Gordon らは、社会的排除を、(1)貧困：十分
な所得や資源からの排除、(2)労働市場からの排除(3)サービスからの排除：基本的なサ
ービスへのアクセス権の欠如。電気、水道、交通、商業施設、金融機関など(4)社会関
係からの排除という 4 つの次元で説明した(Gordonほか 2000: 54-56)。またルース・
リスターは、貧困と社会的排除の関係は、原因と結果の観点か、説明的な方法のどち
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んだ空間を「アサイラム空間」と名づけた (内藤 2012: 230)。例えば、飯嶋秀治は、
児童養護施設での調査から、入所者が施設内暴力の常態化を原因として退所後も社会
























































ている(山下 2014: 5-6)。その後 Borofsky は、公共人類学の目的を、必ずしも人類学
者が解決できないとしても今日の複雑な社会問題を捉え直し、よりわかりやすく示す
行いをほかの分野の人にも理解できる方法で幅広い社会の関心に結びつけることと述
べた(Borofsky 2000: 9)。 
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 公共人類学について初めて具体的な枠組みを提案したのは Peacock である。
Peacock は、人類学における主要な転換期として参与観察の発明による「遠く離れた
場所からの目による観察から、目と耳を用いた参与への移行」をあげている(Peacock 




(Peacock 2001: 129)。また Sanday からは、“Public Interest Anthropology(公益人類
学)”が構想されている。これは研究の関心としてさまざまな社会問題を扱うという点








ョンの領域、(6)ボランティアのような新しい公共領域の 6 つに分類している(山下 
2014: 9-10)。加えて公共人類学における最も重要なキーワードとして「関与
(engagement)」と「協働(collaboration)」を挙げている(山下 2014: 10)。 




























ーマントというある種の権力構造に疑問を投げかけている(清水 2014: 32)。 
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上 2006: 521)。 

































だと述べている(木村 2013: 262-263)。 









































































































 生活保護とは、「最低生活保障と自立助長を目的とした現行生活保護法(昭和 25 年


















 最新の子どもの貧困率を測定した 2018 年の厚生労働省のデータによれば、貧困線
は 127万円となっている(厚生労働省 2019: 14)。ここでひとり親世帯の構成を想定す





教育制度であり(小椋 2008: 17)、その支給基準と区分は以下のようになっている。 
 
































































 2008 『子どもの貧困－日本の不公平を考える』東京: 岩波書店。 
 2014 『子どもの貧困Ⅱ－解決策を考える』東京: 岩波書店。 
秋元美世・大島巌・芝野松次郎・藤村正之・森本佳樹・山縣文治編 
 2003 『現代社会福祉辞典』東京: 有斐閣。 
Allison, Anne 
 2013 PRECARIOUS JAPAN, North Carolina: Duke University Press. 
Borofsky, Robert 
 2000 “Public Anthropology. Where To? What Next?,” Anthropology News, 41(5): 
9-10.  
 







 1998a 「『貧困の文化』再考」江口信清編『「貧困の文化」再考』pp. 1-8、東京: 
有斐閣。 
 1998b 「貧困への適応－ドミニカ国の農村出身者の二つの生き方」江口信清編『「貧
困の文化」再考』pp. 229-270、東京: 有斐閣。 
外務省 
 2015 「仮訳 我々の生活を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
外務省ホームページ<https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf>
より、2020 年 10月 29日取得。 
ギル、トム 
 2004 「不安定労働とホームレス－都市の産物」関根康正編『<都市的なるもの>の
現在』pp. 445-471、東京: 東京大学出版会。 
 2009 「闘争空間としてのストリート－シェルターを拒否するホームレスの日・米・
英比較研究」関根康正編『ストリートの人類学』(上巻): 149-184。 
 2020 『毎日あほうだんす－寿町の日雇い哲学者西川紀光の世界』完全版、京都: キ
ョートット出版。 
ゴッフマン、アーヴィング  
 1984 『アサイラム－施設被収容者の日常世界(ゴッフマンの社会学 3)』石黒毅訳、
東京: 誠信書房。(Asylums: Essays on the Social Situations of Mental 
Pacients and Other Inmates, by Erving Goffman, New York: Anchor 
Books Doubleday & Company, 1961.) 
Gordon, David. et. al.  










 2016 『生活保護世帯の子どものライフストーリー－貧困の世代的再生産』東京: 勁
草書房。 
市野澤潤平・木村周平・清水展・林勲男 





 2008 『社会的排除－参加の欠如・不確かな帰属』東京: 有斐閣。 
















img/2r98520000002ie5.pdf>より、2020 年 12月 6日取得。 
 2010 「平成２２年８月１日から、父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給さ




す 。 ) 」 厚 生 労 働 省 ホ ー ム ペ ー ジ
<https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/osirase/dl/100526-1b.pdf>より、
2021 年 2月 4日取得。 
 2019  「 令 和 元 年 国 民 生 活 基 礎 調 査 の 概 況 」 厚 生 労 働 省 
<https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa19/dl/03.pdf>
より、2020 年 12月 7日取得。 
Lassiter, Luke Eric 
 2008 “Moving Past Public Anthropology and Doing Collaborative Research,” 
Napa Bulletin, 29: 70-86. 
ルイス、オスカー 
 1969 『サンチェスの子供たち－Ⅰ』柴田稔彦・行方昭夫訳、東京: みすず書房。
(The Children of Sanchez: Autobiography of a Mexican Family, by Oscar 
Lewis, New York: Random House, 1961.) 
 1970 『ラ・ビーダⅠ－プエルト・リコの一家族の物語』行方昭夫・上島建吉訳、
東京: みすず書房。(La Vida: a Puerto Rican family in the culture of 
poverty: San Juan and New York, by Oscar Lewis, New York, Random 
House, 1966.) 
 2003 『貧困の文化－メキシコの<五つの家族>』高山智博・染谷臣道・宮本勝訳、
東京: 筑摩書房。(Five families: Mexican case studies in the culture of 
poverty, by Oscar Lewis, New York: Basic Books, 1959.) 
リスター、ルース 
 2011 『貧困とはなにか－概念・言説・ポリティクス』立木勝・松本伊智朗訳、東
京: 明石書店。(Poverty, by Ruth Lister, Cambridge: Polity, 2004.) 
Manuel, George and Posluns, Michael 
 2019 The Fourth World: An Indian Reality, Minnesota: University of Minnesota 
Press. 
丸山里美 














 1994 『社会的閉鎖の理論－独占と排除の動態的構造』辰巳伸知訳、東京: 新曜社。
(Social Closure: The Theory of Monopolization and Exclusion, by 
Raymond Murphy, Oxford: Oxford University Press, 1988.) 
内閣府 
 2013  「子どもの貧困対策の推進に関する法律」内閣府ホームページ
<https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/pdf/hinkon_law.pdf> よ り 、
2020 年 12月 23日取得。 
 2014 「子どもの貧困対策に関する大綱〜全ての子供たちが夢と希望を持って成長
し て い け る 社 会 の実現を 目 指 し て〜」 内閣府ホームペー ジ
<https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/pdf/taikou.pdf>より、2020 年
12月 14日取得。 
 2019 「子どもの貧困対策に関する主な施策について(平成 31 年度政府予算案)」内
閣 府 ホ ー ム ペ ー ジ
<https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/yuushikisya/k_10/pdf/ref2.pdf
>より、2020 年 12月 14日取得。 
内藤順子 
 2004 「貧困をひらく－チリ・サンチャゴ市のスラム住民の暮らしと貧困克服計画
をめぐって」『九州人類学会報』31: 56-62  
 2009 「今を生きるストリート・エスノグラフィーの実践－すれ違う権力のまなざ
しとストリートのまなざし: 社会環境を映し出す身体: 見えにくい闘争の場






 2012 「序 社会的排除/包摂の人類学」『文化人類学』77(2)別冊: 230-249。 
 2014 「「社会的包摂／排除」現象への人類学的アプローチ」内藤直樹・山北輝裕
編『社会的包摂/排除の人類学－開発・難民・福祉』pp. 1-13、京都: 昭和堂。 
OECD 
 2020 Poverty rate (indicator). Retrieved December 19, 2020, from OECD Data, 
Access: <https://data.oecd.org/inequality/poverty-rate.htm doi: 
10.1787/0fe1315d-en>. 
小椋佑紀 
 2008 「就学援助制度研究における社会福祉学分野の課題」『社会福祉学』49(3): 
17-28。 
大澤善信 




 2016 『貧困の基本形態－社会的紐帯の社会学』川野英二・中條健志訳、東京: 新
泉社。(Les formes élémentaires de la pauvreté, 3e éd. by Serge Paugam, 
Paris: Presses Universitaires de France, 2013.) 
ピーコック、ジェームズ 
 1993 『人類学とは何か』今福龍太訳、東京: 岩波書店。(The Anthropological Lens: 
Harsh Light, Soft Focus, by James L. Peacock, Cambridge: CAMBRIDGE 
UNIVERSITY PRESS, 1986.) 
Peacock, James L. 
 2001 The Anthropological Lens: Harsh Light, Soft Focus SECOND EDITION, 







 2010 『子どもの貧困と社会的排除』中村好孝・松田洋介訳、東京: 桜井書店。
(Childhood poverty and social exclusion: from a child's perspective, by 
Tess Ridge, Bristol: Policy Press, 2002.) 
Sanday, Peggy Reeves 
 2003 “Public Interest Anthropology: A Model for Engaged Social Science,” 





2020  「 就 学 援 助 制 度 」 仙 台 市 ホ ー ム ペ ー ジ
<http://www.city.sendai.jp/shogakuchose/kurashi/manabu/kyoiku/inkai/
kakushu/shinse/enjo.html>より、2021 年 2月 4日取得。 
2021 「 児 童 扶 養 手 当 」 仙 台 市 ホ ー ム ペ ー ジ
<http://www.city.sendai.jp/kate/kurashi/kenkotofukushi/kosodate/hitorio









 2014 「応答する人類学」山下晋司編『公共人類学』pp. 19-36、東京: 東京大学出
版会。 
Silver, Hilary 
 1994 “Social Exclusion and Social Solidarity: Three Paradigms,” International 
東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange 20: 87-119(2021) 
 
 118 
Labour Review, 133(5・6): 531-578. 
Social Exclusion Unit 
 2001 Preventing Social Exclusion: Report by the Social Exclusion Unit, London: 
the Social Exclusion Unit. 
スピッカー、ポール 
 2008 『貧困の概念－理解と応答のために』圷洋一・金子充訳、東京: 生活書院。
(The idea of poverty, by Paul Spicker, Bristol: Policy Press, 2007.) 
橘木俊詔・浦川邦夫 
 2006 『日本の貧困研究』東京: 東京大学出版会。 
高柳彰夫・大橋正明 
 2018 「序章 SDGs とは何か－市民社会の視点から」高柳彰夫・大橋正明編『SDGs
を学ぶ－国際開発・国際協力入門』京都: 法律文化社。 
Townsend, Peter 
 1979 Poverty in the United Kingdom: A Survey of Household Resources and 
Standards of Living, California: University of California Press. 
内尾太一 
 2018 『復興と尊厳－震災後を生きる南三陸町の軌跡』東京: 東京大学出版会。 
上間陽子 
 2017 『裸足で逃げる－沖縄の夜の街の少女たち』東京: 太田出版。 
UNICEF 
 2021a  「子どもの権利条約」公益財団法人日本ユニセフホームページ
<https://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_rig.html>より、2021 年 2月
6日取得。 











 2014 「公共人類学の構築」山下晋司編『公共人類学』pp. 3-18、東京: 東京大学出
版会。 
湯浅誠 
 2008 『反貧困－「すべり台社会」からの脱出』東京: 岩波書店。 
 
